
数理解析研究所講究録 1986

RIMS共同研究

デザイン、符号、 グラフおよびその周辺

京都大学数理解析研究所

2016年 4月



数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として 1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用共同研究拠点

(2010年発足) の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第 1800巻が刊行さ

れるに至りました．第 1巻から第 1840巻までに収録された論文数は 26,808編総頁

数は 317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学数理科学分野の研究状況

を伝えるのみならず，我が国の数学数理科学の発展の歴史を留める文献として，

他に類例を見ない論文集となっています．

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は 1,254,383回 (2012年度) を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています．

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献どなりつつあります．

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに，

これからも，当研究所の共同利用共同研究拠点としての活動にご参加いただき，

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます．
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本共同餅究は，デザイン理論，代数的符号理諭，グラフ理論を中心に，その周

辺領域 (確率論，統謙学，離散幾何) も含めた組合せ論の各研究者の幅広い相

互交流を昌的として実施されました．本共岡研究の趣鷺に御賛同いただき，ま

た御参加くださいました皆様に心より御礼南し上げます．

本共同研究は同題霞で行った過去の共同研究の第 4回目となりました．今園は

特に，薗回の共同研究で多くの参加者が関心を示したグラフ上の量子ウォーク

ランダムウォークに関する研究など，各分野の横断的研究に焦点を当て，若手

研究者から豊窟な経験を持つ研究者まで多岐にわたる講演者を選び，相互間研

究の活性化を閣りました．その中で，ユークリッド空間におけるある種のグラ

フの埋め込みとデザインの相互関係の研究，グラフ理論の基幹的な詣題である

$(g, f)$-factorを拡張した $set-(g, f)$-factorに関する結果とその応用，最新の SAT
型灘約ソルバーの概要とそれを用いた組合せ論のいくつかの間題へのアプロー

チ，グラフの高次元化である単体的複体におけるいくつかの最新の研究成果な

ど，多岐にわたる興味深い話題が紹介され，また質疑応答を含め活発な議諭を

行うことができました．本共同研究によって，今後の相互間研究がより一層進

展することが大いに期待されます．

今後も組合せ論とその周辺分野の交流を進めるべく，本研究集会を継続・展

開していく所存です．引き続き皆様の温かいご支援を賜りますよう，組織者一

同，心よりお願い串し上げます．
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